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概要

本研究では、消火剤が普通(建物)火災に一般的に広く使用されることを念頭に、使い易さの目安とな

る諸性質、人や環境に関する影響(安全性)について調査・実験を行った。各種試験・調査を通じ確認され

た事項は次の通りである。

(j)使用濃度ではpH値、粘度ともほぼ水と同様に取り扱うことができる。

(2)消火剤の使用濃度範囲では、生活空間で使用されている代表的物品等(木材、プラスチック、金属、

皮革、繊維等)に対して特に悪い影響(変色・変質)はないと思われる。

(3)主に文献及び製品安全データシートの確認結果から、毒性及び刺激性は一般的な界面活性剤(洗剤等)と

ほぼ同等である。小松菜による発芽試験、外部に委託したヒメダカによる魚毒性試験からもこれが確認され

た。消火時の熱分解による有害物質についても、特に問題となる濃度のガスの発生は認められなかった。

(4)界面活性剤系消火剤の消火に消泡に要する時間や建材の浸透時間の測定から水損や火災原因調査に障害

は確認されなかった。

1 はじめに

消火剤と水を混合させ使用濃度に調整した消火水の状

態で物性と安全性についてどのような性質を持つのか把

握する必要があるため、消火剤の化学的、物理的な性質

に関する試験、生活環境で使用されている材料に対する

変色・腐食性の確認、消火剤の散布による種子の生育試

験等を行うとともに、製品安全データシート (MS D S) 

による調査、検討を行った。

2 消火剤の成分・物性

2. 1 消火剤の成分

消火剤メーカーが提供する製品安全データシート (M

S D S)により明らかになっている成分は、表 2-1のと

おりであり、また、リン及び硫黄分とアンモニアイオン

についての分析結果及び界面活性剤の分析結果から、次

のことが明らかとなった。

(¥)ハイパーウェットAの主成分のリン酸塩類は、リン

酸アンモニウム類である。

(2)フォスチェックに含まれる界面活性剤は、ア二オン

系(陰イオン系)界面活性剤だけであるロ

(3) ジ、エットフォーム 3は、アニオン系界面活性剤とノ

ニオン系(非イオン系)界面活性剤の 2種類の界面活性剤

を含んでいる。

表 2-1 消火剤の成分等(200C)

消火剤 含有成分 含 有 率

iリジ霞塩類及び干H調整事-1 65% 
ハイハーウエットAI.{: ・ 1 

|水 35%
.エーテル系アニオン合成界面活性!
ノニオン杏版界面話量申l

1ェットフォーム31.~~.~.(.:g~~~~.~\~.t;!T.J...............1 記載なし
デチ}じヲヂ ij"ヨ二j~蕪機塩:.if(...............................

laオレフィンスルホン酸塩 l 
60~IOO% 

(ア二主ン革果面活性剤.1................l
フォスチェック 12メチル 2，4ベンタジ牙ール ，...........io.:，:，"jo% 

'1ドデ五/ール [............i工5%'"・E・.....

dリモ平ン ................................，.............jとj完・…

2. 2 消火剤の物性

消火剤の物性等について測定した結果は、表 2-2のと

おりである。また、その結果は、次のとおりである。

(¥)消火剤の原液及び水溶液の水素イオン濃度(pH)は、

6.8~7.5 でほぼ中性である。

(2)消火剤の水溶液の密度及び動粘度は、水とほぼ同じ

値であり、水と同様に取り扱うことができる。

(3)表面張力について、ハイパーウェットAは水とほぼ

同じ値であるが、合成界面活性剤系消火剤であるフォス

チェック及びジェットフォーム 3の O.5%溶液は、水の

約 30%程度に低下しており、水の湿潤・浸透性を著し

く高めている。
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表 2-2消火剤の物性等

消火剤名 PH 密度(g!.1l動粘度 (C51)表面彊力(凶1m)

水 7.0 0.998 1. OO~ 71.8 

イパーウエッ卜』、 原…・語液道
6.8 1. 31 ~ 38. 191 10.0 

3% 6.9 1. 009 1. 140 69.9 
原液 7.1 1. 018 13.599 27.6 

ジェットフォーム3~ …i通過 1. ~ 0.994 1. 172 21.9 

原1溶被液
1. 016 15.367 28. 1 

7ォスチェック ぃ…
0.996 1. 115 21. 9 

2. 3 燃焼性等

消火剤自体が有する燃焼抑制効果等について、消火剤

を含浸・乾燥させたろ紙を試料として、 45度法燃焼性

試験及び示差熱熱重量分析を行った結果(表 2-3、表 2

・4) は、次のとおりであった。

(l) 45度法燃焼性試験の結果

ア ハイパーウェッ卜Aについては、 3%溶液を含浸・

乾燥させたろ紙の燃焼性は「有り」となったが、原液の

燃焼性は「無しJであったことから、 3%溶液ではろ紙

の燃焼を止めることはできないものの、消火剤自体に燃

焼抑制効果が有ることは認められた。

イ フォスチェック及びジェットフォーム 3については、

原液及び 0.5%溶液のろ紙の燃焼性は、いずれも「有

り」となり、消火剤自体の燃焼抑制効果は認められなか

った。

表 2-3 45度法蛾焼性試験結果

間火~剤
者世 銭~ 残じん 炭化盈Ie¥

側車性(m (抄) (抄) {cm1 

原植 21.9 鯉
ハイパーウ工、ノトAIOOl.

1昆酌1直 1.3 。。 植認され血い 有り

匝{檀 1.9 。。 確認され厄い 有り
ンヱット7才一ム3

O. ;克地下直 1.5 (x) 暗認されtJい 有り

~(植 u 。。 植認されない 有り
フォスチ工、ノク1001.

0.;克菌液 1.6 OJ 確認されない 有り

( 2) 示差熱熱重量分析の結果

示差熱熱重量同時測定装置により、消火剤を含浸・乾

燥させたろ紙の熱重量変化開始温度と尭熱開始温度の測

定結果と、水を含浸・乾燥させたろ紙の測定結果を比較

した結果は、次のとおりであった。

ア ハイパーウェ ットA(3%)は、水を試料としたもの

と比較して、熱重量変化開始温度が約 60t低下し、発

熱開始温度も 45"C低下している。

表 2-4 示差熱熱重量測定結果

消火剤名 熱重量変化開始温度(て) 発熱開始温度(t)

水 333.6 349.5 
ハイパーウエットA 3% 275.9 303.9 
ジェットフォーム30.5% 333.7 354. 3 
フォスチェック 。目 5% 337.1 353.5 
これは低い温度で分解を開始し、ろ紙(セルロース)の

成分である水素を固相内で、水に変化させるとともに、炭

化物に変えて気体の可燃性成分の発生を抑制することに
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よる難燃効果を有することを示している。

イ フォスチェック及びジェットフォーム 3については、

熱重量変化開始温度及び発熱開始温度のいずれも、水と

比較しでほぼ同じ温度であり、難燃効果が無いことを示

している。

以上の結果から、燃焼抑制効果については、リン酸塩

類系消火剤のハイパーウェットAには有るが、界面活性

系消火剤のフォスチェック及び.ジェットフォーム 3には

燃焼物を化学的に変質させる燃焼抑制効果が無いことが

明らかとなった。

2.4 消火剤の熱分解による発生ガスの分析

(l) 概要

450"Cに加熱されたステンレス製ビーカーに フォスチ

ェック及びジ、エットフォーム 3の原液 10ミリリットルを投入

し、この時発生したガスをイオンクロマトグラフ及びガ

スクロマトグラフを用いて分析した。

(2) 測定機器

ア イオンクロマトグラフ測定装置

= ダイオネックス社製 DX-500シリ ーズ

陰イオン;溶離液 ImMNa2C03 ~4mM NaHC03 

+ 5%アセトン

カラム=DIONEXIONPac AS4A-SC 

陽イオン:溶離液 18mMメタ ンスルフォ ン酸

カラム=DIONEXIONPac CSI2A 

イ ガスクロマトグラフ FID分析装置

HP 6890Series GC Syslem Plus 

(ヒューレット・パッカード社)

(3) 測定結果

カラム=町一1(15mxO.25皿 φ)

キャリアーガス二ヘリウム

ア イオンクロマトグラフの結果

フォスチェック及びジェットフォーム 3ともに、陽イ

オンについては、ナトリウムイオン、アンモニウムイオ

ン、カリウムイオン、マグネシウムイオン及びカルシウ

ムイオンが含まれていることが判明した。

陰イオンについては、試料にはS04イオンが含まれ

ており、更に 8分 30秒のピークは今回完全には同定で

きなかったものの、 S03イオンの可能性が最も高かっ

た。

イ ガスクロマトグラフの結果

フォスチェック及びジェットフォーム 3ともに、本ガ

スク ロマトグラフの検出器に感度のある何らかの 4物質

の存在は認められるが、量的にこれ以上の分析を行うこ

とができなかった。

2.5 消泡試験

([) 目的

特に界面活性剤系の消火剤にあっては水損に加えて泡

が種々の障害となる可能性があるが、放水によって生じ

た各消火剤の泡が消失するまでの時間を調べる。



(2) 方法

フォスチェック 0.3%をフォグガン(放水圧力 1.5MPa

フォグ角度 40度、放水量毎分約 210リットル)で放水し、発

泡した泡を試験容器 2個に入れ、静置した場所で容器中

の泡の消失時間を測定した。

(3) 結果

実験の結果(表 2-5に示すとおり)は、フォスチェッ

クは約 4時間で発泡した泡は完全に消失した。なお、他

のB火災用消火剤について実験したところ、 20時間以

上泡が残っていたものもあり 、40時間以上泡が試験容

器内に持続していたものもあった。

表 2-5 消火剤における泡の消失時間

消 火 淘l 濃度 No. 泡の消失時間

フォスチェック
o. 3詰 4時間

0.3% 2 4時間

ジェットフォーム 3
0.3% 20時間

O. 3% 2 25時間

2 . 6 生活環演で使用される材料等に対する変色、腐

食性等の確認

消火剤を使用した場合に、木材、プラスチック、金属、

皮革及び繊維等に及ぼす影響を把握するため、消火剤の

原液及び使用濃度水溶液を滴下文は浸演させた時の変化

を確認した。

(1) 木材に対する変色試験

ま式験体として、杉及び檎の平板、塗装仕上げされたピ

アノの部材(以下「ピアノ部材J)、化粧板(ポリウレタ

ン塗装及びク リアラ ッカー塗装)を使用し、常温 (20"C)

と高温(80"C)の環境下で、原液及び使用濃度水溶液を 5

マイクロ 1) ット)~滴下し、 48 時間後に拭き取り変色状況を確認

した。その結果は、次のとおりであった。

アフォスチェック

0.5 %水溶液ついては、杉及び槍の平板では浸透し

て痕跡も残らず、他の素材では浸透せずに乾燥し、滴下

した形跡も殆ど見られず変化は認められなかった。

原液では、クリアラッカー塗膜の凹みと、高温下での杉、

槍の平板のシミ痕の残り、ポリウレタン塗膜及びピアノ

の部材の塗膜に微かに凹みが認められた。

イハイパーウェットA

3%水溶液ついては、塗装してない杉及び櫓の平板で

は浸透したシミ痕を水拭きしてもシミが残ったが、ピア

ノの部材、化粧板では浸透せず拭き取った後の変化は認

められなかった。原液では、高温下でのクリアラッカー

塗装の化粧板に滴下痕が残ったこと以外は、 3%水溶液

とほぼ同様であった。

杉、槍の平板のシミ痕の残り、ポリウ レタン塗膜及びピ

アノの部材の塗膜に微かな凹みが認められた。

ウジェットフォーム 3

0.5 %水溶液ついては、前(l)のフォスチェックの
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表 2-6 木材に対する変色試験結果

杉.槍よよア書量10'¥:高誼80'¥:

ハイパーウヱットA
原被

3.0% 

ジェ yト7オーム3
原液

0.5% 

7ォスチェッタ
原液

0.5% 

。段取りの要なし
O 伏けば稽ちる

X X 

X X 

X X 

O 。
X 。。

ピアノ
化狂版

Iリ加わ塗装 ?1)777b.塗装

胃温10'¥:高温帥℃ 置温!O'¥:高温80'¥:常温10'¥:高量目t

O X 

O O 
X X 。 。O O 。

O X X X X 

G O 。O O O 

×表面形状が変化したり、拭いてもしみあるいは形跡が残る

0.5%濃度水溶液と同様に、いずれの場合も変化は声め

られなかった。

一方、原液では、杉、櫓の平板のシミ痕の残り及びク

リアラッカー塗膜に微な凹みが認められた。

以上の結果から、消火剤の木材等に及ぼす影響について

は、使用濃度水溶液では、ハイパーウェット Aだけが塗

装してない木材の地肌にシミ痕を残すが、それ以外につ

いては、特に影響は認められなかった。

(2) プラスチック類に及ぼす影響

試験体として、ポリエチレン、アクリル樹脂、ポリ塩

化ビニル及びABS樹脂を使用し、プラスチックの耐薬

品性試験(JISK7144)に準じて、 23"Cの消火剤の原液及

び使用濃度水溶液に 7日間浸潰した後、質量、厚さ及び

外観の変化等を確認した。

その結果、ハイパーウェットA(原液、 3%水溶液)‘

フォスチェック(原液、 0.5%水溶液)及びジェットフォ

ーム 3(原液、 0.5%水溶液)ついては、いずれの場合も

水と比較して、著しい変化は見られず、特に影響は認め

られなかった。

(3) 金属に対する腐食性試験

試験体として、黄銅、鋼、ステンレス及びアルミニウ

ムを使用し、泡消火薬剤に係る技術上の規格を定める省

令(昭和 50年 12月 9日自治省令第 26号)に定める日本

消防検定協会の「泡消火薬剤の検定細則Jの鋼等の腐食

による重量損失に準じて、 38"Cの消火剤lの原液及び使用

濃度水溶液に 21 日間浸潰した後、質量及び外観の変化

等を確認、した。

その結果は、次のとおりであった。

ア フォスチェック

原液及び 0.5%水溶液についてはいずれの場合も、水

に浸演したものと比較して、特に異常は認められなかっ

た。

イ ジェッ トフォーム 3

原液及び 0.5%水溶液についてはいずれの場合も、

前アと同様に、特に異常は認められなかった。

ウ ハイパーウェットA

3%水溶液では、水に浸潰したものと比較して、質量

変化や変色等について特に異常は認められなかったが、

原液では、アルミニウムの質量を約 12%減少させ、腐



食させた。

以上の結果から、ハイパーウエッ卜Aの原液のみがア

ルミニウムに対する腐食性を有するが、ハイパーウェッ

卜Aの 3%水溶液、フォスチェック及びジェッ卜フォー

ム3については、 4種類の金属に対する腐食性が認めら

れなかった。

表 2-7 金属に対する腐食性試験結果

盟主型旦皇室
黄銅 鋼 |ステンレス|アルミニウム

ハイパーウェットA

ジェット フォーム 3

アォスチェック

(4) 皮革に及ぼす影響

試験体として、応銭ソファー用牛革を使用し、 20"Cで

消火剤の原液及び、使用濃度水溶液を 5マイクロ1)ット)v滴下し、

48時間後に拭き取り変色状況を確認した。

その結果、フォスチェックの原液は革の塗膜をわずか

に溶かしたが、フォスチェックの 0.5%水溶液や、ハイ

パーウェットA及びジェットフォーム 3の原液や水溶液

では痕跡は残らず、使用濃度では皮革に及ぼす影響は特

に認められなかった。

表 3-7 皮に対する影響

消火不誠一一一一
ノ¥イノ可 ウェットA

ジェットフォーム 3

フォスチェック

。銃取りの要なし

O ばけば落ちる
× 表面形状の変化あり

(5) 繊維類に及ぼす影響

原被

3% 
民[千佼

O. 5% 
原被

O. 5% 

&: 

O 
O 
O 。
X 

O 

試験体として、綿、絹、毛、ナイロン、ポリエステル

及びレーヨンを使用し、消火剤の原液及び使用濃度水溶

液を 5'?イク口1)，ト)v滴下し、 48時間後に洗濯して変色状況

を確認した滴下実験と、原液及び使用濃度水溶液に 48

時間浸潰した後に水洗いし、変色や伸縮状況の確認と引

っ張り強度を測定した浸漬実験を行った。

その結果は、次のとおりで、特に影響は認められなか

った。

ア滴下実験

3種類の消火剤の原液及び、水溶液の全てについて、シ

ミが見えなかったり、シミがあったとしても洗濯後には

シミが残らず、変色等は認められなかった。

イ 浸演実験

繊維の縮みについては、綿、毛、ナイロン及びレーヨ

30 

ンに縮みが見られ、各消火剤とも原液より水溶液の方が

縮みの度合いが大きかったが、水と比較してほぼ同程度

の縮みであり、消火剤による影響は認められなかった。

また、繊維の強度について引っ張り誌験機で測定した結

果は、水と消火剤の原液及び、水溶液を比較して明らかな

差は認められなかった。

2.7 コンクリート系建築材料に対する浸透作用

(I) 目的

建物火災において水損を考える場合、消火水の違いに

よって、下階に浸透する時間に差がでるのか確認する必

要がある。この実験では、コンクリー卜等の建築材料を

使用し水道水に消火剤lフォスチェックを (0.1%，0.3%)

を水溶させた消火水に浸透の差がでるかを確認する。な

お、比較のためにそれぞれの建築材料に対する水道水の

浸透時間も測定した。

(2) 測定方法

試験体に直径 10cm程度のアクリル製円柱を縦に緩着

し、このアクリル製円柱に 10cmの深さまで消火水(フ

ォスチェック 0.3%，0.1%)を入れる。水道水と比較

して浸透の深さを確認するため 通称.食紅を混入する。

アコンクリ ート板及び軽量気泡コンクリート板

浸透に時間を要するため、測定時間を最大 24時間と

し、その後、試料を切断し、食紅の浸透した深さを測定

する。(写真 2-1) 

イ重量ブロック及び軽量プロック

短時間で浸透するため、両端にテスターの端子を設定

し、その導通する時間を測定する。(写真 2-2)

写真 2-1:長時間浸透実験方法写真 2-2短時間浸透実験方法

表 2-9 コンクリー卜系建築材料の浸透試験結果

浸透深 浸透時間
裏面まで

建築資材 消火水 厚さ(回目)
度(mm) (平均)

の浸透の
有無

水道水 50 。 時
浸透しない

コンクリート
RFl 

7ォスチ工7ク
50 。 時

浸透しない
O. 3% ト旧

水道水 35 15 24 時 浸透しない
軽量気泡コン 問

クリート 70，子工7ク
35 24 時

浸透しない
O. 3% f旧

重最
水道水 25 25 40. 845 秒 浸透した

ブロック 7t]，チエ7ク
25 25 54. 165 秒 浸透した

O. 3% 

軽量
水道水 25 25 5.28 秒 浸透した

ブロック 7ォスチ工ツク

O. 3% 25 25 5.085 秒 浸透した



(3) 実験結果

表 2-9のとおり水と消火剤と比べると、浸透する速さ

に大きな差異は認められなかった。

3 安全性等

本項目では、消火剤の安全性、環境等への影響につい

て把握するため、製品安全データシート (MSDS)による確

認、検討を行うとともに小松菜に消火剤を散布した生育

試験を実施した。

3. 1 消火剤の安全性

各消火剤の毒性や刺激性については、次のとおりであ

り、特に毒性の高いものは無く、また、使用する上で目

に入ったり皮膚に着いた時の刺激性については、一般的

な界面活性剤(洗剤等)とほぼ同程度であると考えられ

る。

([)ハイパーウェットA

主成分は肥料等に使用されているリン酸アンモニウム

類であり、有害性については、次のとおりである。

ア 経口毒性について

ラットによる経口毒性値(LDso)は 2，000mgjkgて、あ

表 3-1 各毒性・刺激性等評価結果

品主
経口毒性 刺激性 BOD 魚毒性

LDso LCso 
[mg/kg] [ppm] [mg/I] 

[基準値] 1.000 10 

1¥イパーウェッ卜A 2.000 (記述なし) 8.700 1.000 

ジェットフォーム3(記述なし) 低刺激 (記述なし 36* 
フォスチェック 5.000 ほとんどなし(記述なし 22 

上記数値はすべて使用濃度 本製品使用には記載がないが東京
都環境研究所による数値

キキ本実験による数値

り、一般的に毒性があると言われているし000mgj同の

半分の値である。

イ 刺激性について

蒸気は、目、喉等の粘膜を刺激する可能性がある。

(2)フォスチェック

主成分はαオレフィンスルホン酸塩で、他に 2メチル

2.4 ペンタジオールを 10~ 30%と化粧品原料及び香料

として使用される物質を各 10~30%含んでいるもので

あり、有害性については、次のとおりである。

ア 経口毒性について

ラットによる経口毒性値(LD
iO
)は 5.000凹 /kg以上

であり、殆ど毒性がない。

イ 刺激性について

ラットによる刺激性試験結果から、原液は目に入ると

強く刺激し、皮膚を刺激するが、 1%溶液では目には殆

ど刺激がない。

(3) ジェットフォーム 3

成分として、アニオン系界面活性剤、ノニオン系界面

活性剤及び無機塩などの物質名が不明なものと、ブチル
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ジグリコール等を含み、また配合割合も不明であるが、

有害性については、次のとおりである。

ア 経口毒性について

ジェットフォーム 3としての経口毒性値は示されてい

ないが、文献等によるとノニオン系やアニオン系界面活

性剤は、一般的に、ラットによる経口毒性値(LO
oO

)が

1.000昭 /kg以上であり、毒性は少なく、またプチルジ

グリコールの経口毒性値は 6.560昭 /kgであり、無機塩

の種類、と量にもよるが特に毒性が大きなものは含まれて

いない。

イ 刺激性について

製品安全データシートには特に記述はないが、一般的

に、界面活性剤は目に入ると強く刺激し、皮膚を刺激す

ると言われ、原液では刺激牲があると考えられるが、使

用濃度では低刺激性であるとされている。

3.2 環涜への影響

消火剤が環境への影響については、次のとおりであり、

河川等に流入した場合の汚染度は、一般的な界面活性剤

(洗剤l等)とほぼ同程度であると考えられる(表 3-1)。

(t)ハイパーウェットA

ア 生物化学的酸素要求量(800)

汚染の指標となる生物化学的酸素要求量(800)につ

いてみると、 3%溶液のBOOは 8.700ppmであり、単

純に原液換算すると 290.000ppmとなり、この値は粉

石鹸の 880.OOOppmや台所洗剤の 200.000ppmと比較して

特に問題となる値ではない。

イ魚毒性

ヒメダカに対する魚毒性(LCoo・96時間)は、 1.000

凹/1J'i卜)v以上であり、 OECO化学物質毒性試験指針で

は無毒に該当する。

(2)フォスチェック

ア 生物化学的酸素要求量(800)

製品安全データシートには、生物化学的酸素要求量

(800)についての記述はないが、主成分の αオレフィ

ンスルホン酸塩は、台所洗剤にも使用されている界面活

性剤である。

イ魚毒性

ニジマスに対する魚毒性(LC
oO
・96時間)は、 22凹/

Ihトルであり、 OECO化学物質毒性試験指針の規定備で

ある 10rng/lJ.i卜)vをクリアしている。

(3) ジ、エツトフォーム 3

製品安全データシートには、魚、毒性についてのみ「高

濃度では魚類、に対して毒性があると考えられる」と記載

されているが、主成分がアニオン系界面活性剤であり、

一般的な洗剤と同様に低濃度で使用する場合には、特に

問題はないと考えられる。

3.3種子への消火剤の散布による生育試験

(1) 目的

消火剤を混合した消火水を種子に散布し、発芽した葉

の生育状態を調査する。



(2) 方法

本実験は「植物に対する害に関する栽培試験の方法」

(昭和 59年 4月 18日付農第 1943号農林水産省農査園

芸局長通達)に準じて、小松菜の種を土犠の入った鉢

(内径 11.5cm、高さ 8.5cm、プラスチック製鉢)に蒔

き、 21 日後に葉数、最大横葉長(葉の短径方向の最大長

さをいう。)、奇形葉数及び枯葉数を測定した。

(3) 供試消火剤等

表 3-2のとおり

(4) 供試消火剤等の散布

供試消火剤等は、一方の試験容器には 7日後に 30ミリリ

ットJ~、もう一方の試験容器には 7 日後と、 14 日後に各々

30ミリリットルを散布した。なお、 この日以外は、は種後、

21日聞は水道水を 30ミリリットル(は種直後のみ 50ミリリットル)

散布した。

(5) 結果

試験の結果は、表 3-2に示すとおりである。葉数、発

芽最大横葉長及び枯葉数は、水、消火剤、台所洗剤にお

いて特に差は生じなかった。奇形葉数は水の場合は無か

ったが、消火剤、台所洗剤には存在した。

表 3-2 種子の生育試験結果

消火即'JRI;t台所
業数 枯葉数

l詰大 奇形 発芽h企大
供試消火剤j等糧別 洗剤取布回数 楓波長 葉数 検策艮

(回) I(校f{.(収量買) (c m) (枚数) (c m) 

水 4 。1.3 。1.6 
4 。1.6 。2. 2 

ハイパーウエ y 卜 。 4 。。。
(温度3.0%) 2 4 。1.6 4 
ジェットフォーム 4 。1.4 1.8 
(浪&0.5%) 2 4 。1.2 1.4 
フォステェック 4 。 2 1.4 
(漫度0.5%) 1 3 1.4 。1.7 

台所洗剤 4 。1.9 2 1.3 
(湿度0.5%) 2 4 。1.6 1.6 

※ 1 葉数、奇形葉数及び枯葉数は試験容器ごとの合計数とし

た.

※2 愚大倹葉長は、試験容器ごとの平均値とした。

※3 奇形葉数は明らかに視認できる萎れ、縮れ等の奇形である

葉の数とした。

※4 枯葉数は葉の半分以上が枯れている葉の数とした。

4 まとめ

(l) フォスチェック及びジェットフォーム 3は、界面

活性剤により水溶液の表面張力を水の約 30%に低下さ

せて湿潤・浸透性を高めることにより、水の有効活用を

図り消火効率を向上させる消火剤である。

(2) 3種類o.消火剤とも、使用濃度ではほぼ中性で、密

度及び動粘度も水とほぼ同じ値であり、物理的に水と同

様に取り扱うことができる。

(3) 消火剤の使用濃度範囲では、生活空間で使用されて

いる代表的物品等(木材(5種)、プラスチック (4種)、金

属(4積)、皮革、繊維(6種)等)に対して特に悪い影響を

及ぼすことはないと思われる。
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ただし、ハイパーウェットAの場合は、白木の板等に

シミ痕が残る。

(4)消火剤の安全性については、主に文献及び製品安全

データシートの確認結果から、特に毒性の高いものは認

められず、また目や皮膚に対する刺激性については、一

般的な界面活性剤(洗剤等)とほぼ同等であると思われる。

(5) 450'Cに加熱した消火剤から発生したガスを純水、

アセトンに吸収させたものをそれぞれイオンクロマトグ

ラフ、ガスクロマトグラフで分析した結果、ジェットフ

オーム 3とフォスチェックの発生ガスには、陽イオンと

してナトリウムイオン、アンモニウムイオン、カリウム

イオン、マグネシウムイオン及びカルシウムイオンを含

んでおり、陰イオンとして S04イオン及びS03イオン

を含んでいたが、極めて微量であった。

(7)消泡試験を行ったところ、フォスチェックは4時間

で泡は消失したが、他の消火剤については 20時間以上

要した。

(8)耐火建築に使用される 4種のコンクリート系建築材

料について水損を考慮した浸透試験を行ったところ、水

道水と消火剤については、浸透作用にほとんど差は認め

られなかった。
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Abstract 

The premi se 日 lhis ser.ies o[ sludies is lhal eXlinguishing agenls are generally used in a 

官ide r呂ngeof ordinary building fires. Exami日呂ti ons 呂ndtests were conducted on the properties 

of such agents that 官ouldhelp i日dicateho官 easy lhese agents are to use， as 官官 11 as 10 shed 

light 00 the influence of these agents on the safe!y of humans and !he environment. The 

findings of this series of examinations and tests were as folJows: 

(l)When used al proper concenlrations， diluled eXlinguishing agenls can be trealed almosl the 

same官ayas water， in terms of their pH and viscosity. 

(2)When used within lhe proper level of concentralion， diluted agenls do nol seem to ca日se

serious damage 0. e. discoloring or de[ormat ion) to the goods and materials lypically found in 

1 iving spaces (官ood，plastic， metal， leather， lextile， elc.)闘

(3)On the basis of records and the confirmed results of the Material Safety Data Sheet， the 

toxicily and slimulant effects of diluted extinguishing agents are almosl equal to those of 

general sur f呂ce-activeagents (ιg. det巳rgenls).This was also verified by our germination test 

using a green vegetable (Komatsuna) and toxici ty tests conducted 官ith fish by a contracted 

tesling institute. These tests checked whether toxic suhstances were produced or not by thermal 

decompos i t i on官bile the fire was being extinguished. No serious levels of gas concentration 

官官re delected. 

(4)We rneasured the time required for the foarn o[ agents to disappear and官ater to penetrate 

i n t 0 bu i I d i ng ma t e r i a 1 s闘 No factors contribuling to water damage or prevenling fire cause 

inves t igat ion官erefound after fire fighting官ith surface-act ive ext inguishing agents. 
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